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第 ２３１回 目本泌 尿器 科学会東北地方会 会場周 辺案内図

総合案内

鰻 、灘鰯ふ
鰐駆醸畷籔

＝驚制
憾 ④

義１．Ｃ

、
駆 簿

磁肺議

噴 ダ
ｌ ｌ・

市内な らぴに近 郊索 内

● 山 形地 続 ・撮 土 組 ・ 山 彩 美術 館 ・ 県教 育 資料 館 ・ 文 渇 館 １実 師

公 園 ・尊 称 寺・ 膚 松 観 音

●山寺立石 寺

● 藤王国定公口

●上山市茂吉記念館

． こ の ほ う 一 ち よ ｒ ■
と 是 を の ほ Ｌ て Ｉ・

ｒまほ ろ ばの 里」 電岡 文 珠、 米 沢 市 の 上 杉 神 社・ 婁 河 江 市 の 慈

恩 寺 など、 ぜひ訪 れ てみ た いと こ ろ で す。

瑚
新幹蟻 東 京～山 形 ２時Ｉｌｌ１３０分

珊 行機 東 京～山 形 ５５分

大 ・Ｅ～山 形 １時悶１０分

札 機川山 形 １時開

山 形～名ｉ旨塵 １時Ｉ１・１５分

自動 章 貫 京川山 形 ５時間

●他 曾訳からバスで １時聞

●山，１≡≡空…竈から真で ３０分

● 山 形訳 か ら 章 ５分、 徒 歩 １５ 分



会長挨拶

第 ２ ３工回の東北地方 会の当番 とし て山形で開催 させて いた だくにあ たり ご挨拶

申 し 上 げ ます。 本 来、 弘 前 大 学 の 順 番 で あ り ま した が、 繰 り上 が りで 山形 で の 開催 と

な り ま した。 こ の こ と もあ り、 主 に会 場 の都 合 か ら、 金 曜 日 の 開 催 とな り、 会 員 の 皆

様 に は 大変 ご迷惑 を お か け い た し て お り ま す。 申 し訳 ご ざ い ま せ ん。

さ て、 今回の試みとしま して は、 今般の各学会研 究会 でも一般 的になってお ります

コ ン ピ ュ ータ ー プ レゼ ンテ ー シ ョ ン で の 発 表 を 全 演 者 の 先 生 に お 願 い い た し ま し た。

ま た、 症 例 報告 中 心 の 会で、 若 い 先 生 方 が多 く こ ら れ る こと か ら、 膀胱 癌 に つ き、 日

常 診 療 に 役立 つよ う な ミ ニ シ ンポ ジウ ム を 企 画 し、 司 会 を 東 北 大 学 齋 藤先 生
， 弘 前大

学古 家 先 生 にお 願 い し て お り ま す。 さ らに、 ８ 月 に 着 任 さ れ た、 弘 前 大 学 教 授 大 山

先生 の ラ ン チョ ンセ ミ ナ ー、 筑 波 大 学 教 授 赤 座 先 生 の サ テ ライ トセ ミ ナ ー と 金曜 日

の午後のみの開催ですが内容 は濃い ものになることと思います。

秋 田， 青 森， 岩 手 の 先 生 方 に は 時 間 的 に遠 方 のた め ご不 便 を お か けい た し ま す が、

山 形 で の 会 で 何 か し ら 得 る こ と が あ っ た と 言っ て い た だ け る よ う に 努力 し て い き た

い と 思 い ま す。 また、 本 会 が 実 り 多 い も の とな り ま す よ う に ご協 力 の 程、 何 卒 よ ろ し

くお 願 い 申 し上 げ ます。

冨田 善彦
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ご案内

１． 参 加者 の 先 生 方 へ

１） 受 付 は、 山 形 グラ ン ドホ テ ル ２ 階ロ ビー ・ ３ 階 ロ ビー で 行い ま す。

２） 参加 費 ２，０００ 円 を お 支 払い の 上、 参 加 証 をお 受 け 取 り 下さ い。

３） プロ グ ラム は数 に 限 り があ り ま す の で ご持参 下さ い。

４） 本 学 会 は２ 階・ サ ンリ ヴァ（Ａ 会場）お よ び ３ 階・ 白 鳥 の 間（Ｂ 会 場）の ２ 会場 で 開

催 い た し ます。 会 場 案 内図、 ５ ぺ一 ジ の ス ケ ジ ュー ル を ご確 認 願 い ま す。

２． 一 般演 題、 ミ ニ シ ンポ ジ ウ ム演 者 の 先 生 方 へ

１） 演題 受 付 は各 会 場 前 演 題 受 付 に て １０：３０～１２：３０ ま で の 間 に お 済 ま せ 下さ い。

２） 発表 は、 ＰＣ プ レゼ ン テ ー シ ョ ン に 限 らせ て い た だ き ます。

３） 発表 時 間 は、 発 表 ７ 分、 討 議 ３ 分。 時 間厳 守 で お 願 い 致 し ま す。

４） ＰＣ で の 発 表 と な り ま す の で、 下言己の注 意 事 項 を 厳 守 して 下 さ い。

５） デー タ フ ァイ ル・ＰＣ の 不 調 等 によ り、 演 題 の 映 写 が 不可 能 な 場 合 には、 演 題 取

り消 し と な る 場 合 が あ り ま す。 あ らか じめ ご了 承 下 さ い。

６） トラ ブル を 避 ける た め に 動 画 は 使用 しな い で 下 さ い。 動 画 に よ る プ レゼ ンテ ー シ

ョ ンを 希 望 する 場 合 は ＶＨＳ ビ デオ テ ー プの み 受 け 付 けさ せ て いた だ きま す。

◆ Ｗｉｎｄｏｗｓ の 場 合

① デ ー タ は、 ＵＳＢ メ モ リ、 ＣＤ・Ｒ の い ず れ か に 保 存さ れた う えで、 各会 場 前

の 発 表 受 付 に ご持 参 下さ、い。

② 会 場 で 使 用 す る ＰＣ の ＯＳ は ＷｉｎｄｏｗｓＸＰ、 ア プリ ケ ー ショ ンは

Ｐｏｗ ｅｒＰｏｉｎｔ２００３ で す
。

③ フ ォ ン トは ＯＳ 標 準 で 装 備さ れ て いる もの で お 願 い 致 し ま す。 画面 レイ ア ウ

トの 異 常 や 文 字 化 け を 防 ぐた め、 ｒＭＳ 明朝」、
ｒＭＳ Ｐ 明 朝」、

ｒＭＳ ゴ シ

ツ ク」、
「Ｍ Ｓ Ｐ ゴ シ ツ ク」、

「Ｃｅｎｔｕｒｙ」、
ｒＴｉｍｅｓ Ｎｅｗ Ｒｏｍａｎ」 の ご 使 用 を

お す す め し ます。

④ 動 画 や 音 声 は利 用 で き ま せん。 （ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔの ア ニ メ ー ショ ン機能 は 除 く）

⑤ 画 像 の解 像 度 は ＸＧＡ（１０２４×７６８）で す。こ れ よ り 大 き い場 合 は周囲 が 切 れ て
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し ま いま す の で、 画 面 の 設 定 は ＸＧＡ に 合わ せて 下 さ い。

⑥ １２：３０ま で に 会 場 前演 題 受付 の ＰＣ デス ク ま で お 越 し のう え、 デー タ をイ

ンス トー ル し、 ご確 認い た だ き、 発 表 に 備 え て 下さ い。 １２：００ 以 降 は 混 雑

が 予想 さ れ ま す の で、 早 め に 受 付 を お 済 ま せ 下 さ い。

※ ご発表のデータは一旦 ＰＣ にコ ピー致 しますが、 ご発表終了後削除致し

ま す
。

⑦ 発 表 時 には、 演 題 上 の パ ソコ ン を ご自 身で 操 作 して 下 さ い。

◆ Ｍａｃｉｎｔｏｓｈ の 場 合

① ＭａｃＰＣ は、 事 前 登 録 の み と しま す。 ＭａｃＰＣ のメ ディ ア は ＵＳＢ メ モ リ と

ＣＤ－Ｒ の み 受 け 付 け ま す。 必 ず 事 前 に（１ 週 間 前ま で に）メ ディ ア を 送付 し て

下 さ い。 事 務 局 で 動 作確 認 致 し ま す。

② 当 日 の ＭａｃＰＣ お よ び Ｍａｃで 作 成 し た メ ディ ア の 持 込 は お断 わ り 致 し ます。

③ 会 場 で 使用 する ＰＣ の ＯＳ は Ｍａｃ ＯＳ１Ｏ．３、 ア プリ ケ ー ショ ンは

ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ Ｖ
．Ｘ で す。

④ フォ ン トは ０Ｓ 標 準で 装 備 さ れ て い る も の で お 願 い 致 し ま す。

⑤ 動画 や 音声 は利 用 出 来 ませ ん。 （ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ のア ニ メ ー ショ ン 機 能 は除く）

⑥ 画像 の 解 像 度 は ＸＧＡ（１０２４×７６８）で す。こ れよ り大 き い 場 合 は周 囲 が切 れて

し まい ま す の で、 画 面 の 設定 は ＸＧＡ に 合 わ せ て 下さ い。

⑦ 発 表時 に は、 演 題 上 の パ ソコ ン を ご自 身で 操 作 して 下 さ い。

※ ご発表のデータは一旦 ＰＣ にコ ピー致 します が、 ご発表終了後削除致 し

ま す
。

※ ＰｏｗｅｒＰｏｉｎｔ Ｖ．Ｘ 以外 の ア プリ ケ ー シ ョ ン ソ フ トの 使用 を 希 望 す る方

は 事前 に事 務 局 まで ご相 談 下 さ い。

３． 座 長の 先 生 方 へ

１） 担当 セ ツ ショ ン の始 ま る １０ 分 前 ま で に、 各会 場 前 の 受 付 で 座長 受付 を 済 ま

せて次座長席におつき下さ い。

２） 一般演題の質疑応答は３分を予定 しております。 時間内に終了するようお願

い 申 し 上 げ ます。
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４． 抄 録 作成 につ い て

演題を発表された先生方は『泌尿器外科』掲載用 の抄録 の作 成をお願い致します。

下記のＡ～Ｃ のいずれかの方法で地方会当日 までに ご提出お願い致します。 事前

に ご案内および抄録用紙 が届いていない場合には、 事務局までに ご連絡をお願い

致 し ます。

Ａ 事 前 に 送 付 し た 抄 録用 紙 を ご使 用 い た だき、 当 日 受 付 に 提 出。

Ｂ 発 表用 デ ー タ フ ァイ ル 送 付の 際、 抄 録 用 デ ー タ も 同 時 に 送付。

ＣＥ・ｍａｉ１にて」 ψ 宛に送付。
※ Ｂ または Ｃ の方法で送付される場合には、 テキス ト方 式で保存して下

さ い。

６． 評 議員 会

９月 １７ 日 午前 １１時 よ り、 山 形 グ ラ ン ドホ テ ル・ ２ 階 サ ン リ ヴ ァ にて 評議 委 員 会

を 行 い ます。 評 議員 の先 生 方 は ご出席 下 さ い。

７． 懇 親 会

サ テ ライ トセ ミ ナー 終 了後、 山 形 グ ラ ン ドホ テ ル ・ ２ 階 サ ン リ ヴ ァに てさ さ や か

な が ら懇 親 会 を ご用 意 して お りま す。 是 非 ご参 加 下 さ い。
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ス ケ ジ ュ ー ル

１Ｏ：００ 運 営 員 会 （８Ｆ・ 工 一 ゲ）

１Ｏ：３０ 開 場 ・受 付 開 始

１１：ＯＯ 評 議 員 会 （２Ｆ・ サ ンリ ヴァ）

１１：５５ 開 会 の 辞

１２： ＯＯ～ １３： ３０

ラ ンチョ ンセ ミ ナ ー （２Ｆ・ サ ンリ ヴァ）

弘前大学泌尿器科学講座教授

１３：３０～１６：ｏｏ 一般 演 題

大山 力 先生

一 般 演 題 Ａ （Ａ 会 場 ２Ｆ・ サ ンリ ヴァ）

１３：３０～１４：５０ Ｉ 腎 腫 瘍

１４：５０ ～ １６：Ｏｏ Ｉ 副 腎 ・ 尿 管 ・ 膀 胱

一 般 演 題 Ｂ （Ｂ 会 場 ３ Ｆ ・ 白 鳥 の 間）

１３：３０～１４：４０ Ｉ 精 巣 腫 瘍 ・ そ の 他

１４：５０～１６：ＯＯ Ｉ 前 立腺 ・ 尿膜 管 ・ そ の他

１６： １０～ １７： ３０

ミ ニ シ ンポ ジ ウム （Ａ 会 場 ２Ｆ・ サ ン リ ヴァ）

～ 表在性膀胱がん診断・治療法の再確認 ～

１７： ３０～ １８： ３０

サ テ ライ トセ ミ ナー （Ａ 会 場 ２Ｆ・サ ン リ ヴァ）

筑波大学大学院腎泌尿器 科学・男性機能学分野教授

１８：３１ 閉 会 の 辞

赤座 英之 先生

１８ ：３５ 懇 親会 （３Ｆ・ 白 鳥 の間）
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第２３１回日本泌尿器科学会東北地方会プログラム

１０：００

１０：３０

１１：ＯＯ

１１ ： ５５

運営委員会 （８Ｆ・ 工一 ゲにお いて）

開 場 ・ 受 付 開始

評 議 委 員 会 （２Ｆ・ サ ン リ ヴァに お い て）

開会の辞 会長 冨田 善彦

１２：００～ １３： ３０

ラ ン チ ョ ン セミ ナ ー （２Ｆ・ サ ンリ ヴァにお いて）

司会 冨田 善 彦

弘前大学泌尿器科学講座 教授 大山 力 先生

ｒ限局性前立腺癌の治痘選択と新規パイ オマーカーＣｏｒｅ２ＧｎＴ』

近年、 限局性 前立腺癌の症例数は著明に増加している が、 治療の選択肢も多数存在

する。 限局性前 立腺癌の患者に治療法を提示する際に、 進展度の予測や再発リスク層

刈 化 の 目 的 で 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る パ ラ メ タ ー は ＰＳＡ， Ｇ１ｅａｓｏｎ ｓｃｏｒｅ お よ び

ｃ１ｉｎｉｃａ１ Ｔ で あ る。
し か し

、 Ｗａｔｃｈｆｕ１ ｗａｉｔｉｎｇ の 適 応 決 定 や 被 膜 浸 潤 の 正 確 な 予 測 に

はまだ不十分であるというのが実情で はなかろうか。 限局性前立腺癌の治療選択では、

癌が各々の症例 の 生活の質や生 命にとって どの程度 障害にな るのかを治療前に正確

に 評 価 す る こ と が 重 要 で あ る。 そ の 上 で 全 摘 術、 外 照 射 療 法、 密 封 小 線 源 療 法、

Ｗａｔｃｈｆｕ１ｗａｉｔｉｎｇ な どの 選 択 肢 の 長 所と 短 所 を考 慮 して 選 択 さ れ る べ きで あ る。 した

がって、 前立腺癌の悪性度の指標となるバイ オマーカーの開発 は臨床的に重要な意義

を 持 つ。

我々の研究 グルー プは糖タ ンパク糖鎖 の発現と癌 の 生物学的 悪性 度との関係に着

目 し、 新 規 バイ オ マ ーカ ー の 開 発に 取 り組 ん で い る。 今 回 は、 ０－ｇ１ｙｃａｎ の分 岐 構 造 に

関 与 す る Ｃｏｒｅ２ Ｍ ａｃｅｔｙ１・９１ｕｃｏｓａｍｉｎｙ１ｔｒａｎｓｆｅｒａｓｅ（Ｃｏｒｅ２ＧｎＴ） 発 現 の 意 義 に つ い て

紹介する。前立腺生検標 本の免疫組織化学的検討で全摘後のｐＴ と ＰＳＡ 再発を予測可

能 であ る こ と か ら、 Ｃｏｒｅ２ＧｎＴ を 取 り 入 れ た 新 規 ノ モ グラ ム を 作 成 中で あ る。 ま た、

Ｃｏｒｅ２ＧｎＴ を 遺 伝 子 操 作 で 強 制 発 現 さ せ た 前 立 腺 癌 細 胞 株 ＬＮＣａＰ を 樹 立 し て、

Ｃｏｒｅ２ＧｎＴ の 発 現 と 前 立腺 癌 の 悪 性 度 九 進 に 関 す る 分 子 生 物 学 的背 景 を検 討 した。 さ
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ら に Ｃｏｒｅ２ＧｎＴ の 遺伝 子 多 型 を検 討 し た と ころ、肥 大 症 と 前 立腺 癌の 間 で 有 意 差を 認

め る ＳＮＰ が 検 出さ れ た。

Ｃｏｒｅ２ＧｎＴ は限 局 性 前 立 腺 癌 悪 性 度 を 反 映 す る バイ オマ ー カ ー と して の 応 用 が期

待 さ れ る が、 臨 床 的 裏 づ け は ま だ不 十分 で あ る。 本 プロ ジェ ク トヘの 忌 揮 のな い ご批

判、
ご 意 見 を 頂 戴 し た い。 ・

１３： ３０ ～ １４： ５０

一 般演 題 Ａ－ １ Ａ 会 場 （２Ｆ・ サ ンリ ヴァにお い て）

Ｉ 腎腫 瘍 座長 土谷 順彦 （秋田大学）

１． 進 行 性 腎癌 に 対 す るＩＦＮα、 シ チ ジ ン併 用 療 法 中 に 赤 芽 瘍 を 発症 し た １例

オ ガ ワ ソ ウイ チロウ

福島県立医科 大学 ○ 小川総一郎 橋本 樹

深作美津子 酒井多喜夫

松岡 俊光 千葉 茂寿

鎌田 竜彦 本田 和也

山口 脩

２． 発 熱 を主 訴 と し 診 断 に 苦慮 した 腎腫 瘍 の １ 例

オ グ ロ ト シ キ

福島県立医科大学 ○ 小黒 俊樹

高橋 則雄

新田 浩司

柳田 知彦

山口 脩

大原綜合病院 加宅田和彦

相川 健

羽賀 宣博

櫛田 博

横田 崇

横山 純
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３．
術前画像診断が困難であった肝への直接浸潤 を伴った 腎がん症例

タ ナ カ タ カナ オ

岩手医科大学 ○ 田中 考直

大森 聡

近田龍 一郎

尾張

徳永

藤岡

幸久

英夫

智昭

４．
成 人 に 発 生 し た Ｃｙｓｔｉｃ ｐａｒｔｉａ１１ｙ ａｉ価ｅｒｅｎｔｉａｔｅａ ｎｅｐｈｒｏｂ１ａｓｔｏｍ ａ の １ 例

カ ジワ ラ サ トシ

弘前大学 ○ 梶原 哲 山内

工藤 大輔 古家

高 橋 信好 大山

崇生

琢也

力

５．
腎 小 細 胞癌 の １ 例

岩手県立胆沢病院
ウ エ ダ

○ 上田

下田

ツ トム

勉

次郎

小笠原 賢

６． 腎悪 性 リ ンパ 腫 の １例

公立気仙沼総合病院

マ ツ シタ

○ 松下

岡田

７．
後腹膜脂 肪肉腫と左腎癌同時手術の１例

山形県立中央病院 ○

マ プ ミ

真史 内

康弘

サ サ キ ミッ ハル

佐々 木光晴

小 野久 仁夫

星 宣次

啓一郎

小林

菅野

笹生

孝至

理

俊一

一８一



８． 腎オ ンコ サイ ト ー マ の ２ 例

山形大学
ツ キ ギ

○ 槻木

矢口

加藤

山辺

川村

マ サ アキ

真明

博理

智幸

拓也

裕子

長岡

今井

大地

石井

冨田

明

智幸

宏

達矢

善彦

１３ 二３０ ～ １４ ：４０

一般演題 Ｂ－１ Ｂ 会場 （３Ｆ・白鳥 の間にお いて）

Ｉ 精巣腫瘍・その他 座長 長岡 明（山形大 学）

９． 巨大な後腹膜リンパ 節転移 をき たした精巣腫瘍

～大量化学療法後、 大動脈 置換を伴う外科的 ＣＲ が得 られた１例～

東北大学
イ ケ ダ

○ 池田

佐藤

新宅

青木

王

ヨ シ ヒ ロ

義弘

信

一郎

大志

華

沼畑

中川

海法

石井

荒井

健司

晴夫

康裕

智彦

陽一

１０．
Ｇｒｏｗｉｎｇ ｔｅｒａｔｏ ｍ ａ ｓｙｎａｒｏｍ ｅ の １ 例

弘前大学
イ シム ラ ヒ ロフミ

○ 石村 大史

吉川 和暁

高橋 信好

米山

古家

大山

高弘

琢也

力
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１１． １ 才児 に 発 生 し た 精 巣 腫 瘍 の １ 例

市立秋田総合 病院 ○

虎ノ門病院

１２．
精 索 に 発 生 し た １ｉｐｏ１ｅｉｏｍｙｏｓａｒｃｏｍａ の １ 例

市立酒田 病院 ○

同 臨床検 査科

山形 大学

１３． 精 索 に発 生 した 血 管 筋 線維 芽 腫 の １例

入澤 泌尿器科内科クリニ ック ０

１４． 精 索 に 発 生 し た ｍ ａ１ｉｇｎａｎｔ 丘ｂｒａｎｓ ｈｉｓｔｏｃｙｔｏ ｍａ

北上済生会病 院 ○

岩手医科大学

１５． 鼠 径部 横 紋 筋 肉 腫 の １例

八戸市立市民病 院 ○

ナ リ タ ナ オフミ

成田 直史

石田 俊哉

皆川 真吾

ナイ トウ セイ

内藤 整

金子 尚嗣

矢島美穂子

冨田 善彦

イ リサ ワ チ ア キ

入澤 千晶

入澤 俊氏

カ シワ パラ ユ ウ キ

柏 原 裕樹

鈴木 徹

藤岡 知 昭

カ ワ モ リ タ ナ オ キ

川守田直樹

相馬 文彦

鈴木 丈博

松尾 重樹

國井 拓也

入澤 千晴

鈴木 薫

稲葉 康雄
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１４： ５０～ １６： ００

一般 演 題 Ａ－ ２ Ａ 会 場 （２Ｆ・ サ ンリ ヴァに お い て）

Ｉ 副 腎・ 尿 管 ・ 膀 胱 座 長 横 田 崇 （福島県立医科大学）

１６． 後腹膜鏡下尿管切開術を施行した腎孟尿管移行 部狭搾 の１例

秋田大 学

こ はま ク リ ニ ツ ク

マ ツウ ラ

○ 松浦

神崎

小原

井上

柿沼

大山

羽淵

小浜

シノ プ

忍

正俊

崇

高光

秀秋

力

友則

丈夫

土谷 順彦

灘岡 純一

成田仲太郎

堀川 洋平

富樫 寿文

佐藤 滋

１７． 出生前診断さ れた右腎孟尿管移行部狭搾、 左中部尿 管、 尿管膀胱移行部狭搾の １

例

岩手医科大学
カ ト ウ カ レ ン

○ 加 藤 香廉 小原 航

松下 靖 丹治 進

近田龍一郎 藤岡 知昭
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１８．
腹 壁、 陰 嚢 部 の 転 移 を き た した ＣＡ１９－９ 産 生 膀胱 腫 瘍 の １ 例

福島県立医科大学
カ タオ カ マ サ オ

○ 片岡 政雄

冨田晋太郎

白岩 学

内田 久志

山口 脩

嘉村 康邦

矢崎 順二

吉田 純也

宍戸 啓一

１９． 腫 瘍 形 成を 伴っ た 増 殖 性 膀胱 炎 の １例

八戸赤十字病院 ○
オ オ ウチ アツ シ

大内 淳 萩生 和徳

瀬尾喜久雄

２０． 傍 膀 胱 結核 性 腫 瘍 の １ 例

仙台赤十字病院

八戸市立市 民病 院

ヤ マ ダ シ ゲユ キ

○ 山田 成幸 太田 章三

川 守田直樹

２１． 副 腎 悪 性リ ンパ 腫 の １ 例

山形大学
ヤマ ノ ペ

○ 山辺

長岡

今井

大地

川村

タ ク ヤ

拓也

明

智幸

宏

裕子

槻木

矢口

加藤

石井

冨田

真明

博理

智幸

達矢

善彦

１４：４０～１６ ： ＯＯ

一 般演 題 Ｂ－ ２ Ｂ 会 場 （３Ｆ・ 白 鳥 の 間 にお い て）

Ｉ 前立腺・尿膜管・その 他 座長 近田 龍一郎（岩手医科大学）
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２２． 宮城県柴田地区における前立腺 がん検診 初 年度の結果について

サ ト ウ カ ズヒロ

船岡今野病院 ○ 佐藤 和宏

宮 城県 立がんセンター 桑原 正明

川村 貞文

みやぎ県南中核病院 庄司 則文

栃木 達夫

山下 慎一

一柳 統

２３． ドセ タ キセ ル、 エ ス トラ ム ス チ ン、 カ ルボ プ ラ チ ン の ３剤 併 用 化 学療 法 が奏 効 し

た前立腺癌肝転移の１例

秋田大学 ○

湖東総合病院

ク マガ イ ケ ン

熊谷 研

成田伸太郎

堀川

富樫

土谷

佐藤

佐藤

洋平

寿文

順彦

滋

敬悦

伊藤

井上

柿沼

松浦

大山

羽渕

卓雄

高光

秀秋

忍

力

友則

２４． ＧＤＣ 両方 の 奏 効 し た局 所 進 行、 精 嚢 腫 瘍 の１ 例

東北大学
ヤ マム ロ

○ 山室

齋藤

徳山

當麻

竹本

タ ク

拓

誠一

聡

武信

淳

竹田 篤史

石戸谷滋人

加藤 正典

上 野 誠司

荒井 陽一
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２５． 瞭 形 成術 を 施 行 し た 膀 嚢 腫 の １ 例

公立藤田総合病院

福島県立医科大学

同 形成外科

公立藤田総合病院 皮膚科

ク マガイ

○ 熊谷

伊達

片岡

梶川

伊藤

シ ン

伸

智徳

政雄

明義

信夫

村木 修

２６． 尿膜 管 に発 生 した 移 行 上皮 癌 の １ 例

仙台社会保険病院
イ ズミ ヒ デア キ

○ 泉 秀明 庵谷

相沢 正孝 竹内

折笠 精一 坂元

尚正

晃

和宏

２７． 公衆 浴場 で 受 傷 し た 陰 嚢 外 傷 の １例

平鹿総合病院

市立秋田総合病院

クマ ザワ テル アキ

○ 熊澤 光 明 福田

高橋 一広 佐藤

石田 俊哉

歴視

一成

２８． 陰経海綿体一大伏在 静脈 シャ ント術を施行した持 続陰茎勃起症の１例

秋田大学

秋田 組合総合病院

カン ザキ

○ 神崎

土谷

灘岡

井上

堀川

大山

羽渕

木津

マ サト シ

正俊

順彦

純一

高光

洋平

力

友則

典久

松浦

富樫

熊谷

伊藤

柿沼

佐藤

忍

寿文

研

卓雄

秀秋

滋
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２ｇ． 陰 茎折 症 の２ 例

東北労災病院

公立気仙沼病院

カワ サ キ ヨ シヒデ

○ 川 崎 芳英 浪間 孝重

大沼徹太郎

内 啓一郎

１６ ： １Ｏ～ １７ ：３０

ミ ニ シ ンポ ジ ウム Ａ 会 場 （２Ｆ・ サ ン リ ヴァに お い て）

座長 齋藤

座長 古家

表在性 膀胱がん診断・治療法の再確認

１． 表 在 性 膀 胱 がん 診 断 法。 新 し い 方法 も含 め て

誠一 （東北大学）

琢也 （弘前大学）

秋田大学 堀川 洋平

２． ＴＵＲ の 適 応 と そ の 限 界

岩 手医科大学 近田龍一郎

３． ＴＵＲ 後 の 再 発 ・ 進 展 の 予 測 と 経過 観 察 法

福島 県立医科大学 本田 和也

４． 膀胱内注入療法の現状と問題点

山形大学 加藤 智幸

５． ＢＣＧ 療 法の 適 応 と 問 題点

弘前大学 古家 琢也

６． 根治的膀胱摘除術施行 のタイ ミ ングと問題点

東北大学 沼畑 健 司
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１７： ３０ ～１８： ３０

サテライ トセミ ナー Ａ 会場 （２Ｆ・サンリ ヴァにお いて）

司会 冨田 善彦

筑波大学大学院腎泌尿器科学・男性機能学分野 教 授 赤座 英 之 先生

ｒ前立腺癌の ＣＡＢ 藏法に関する最近の動向』

最 近 の ｍｅｔａ・ａｎａ１ｙｓｉｓ に よ れ ば
、 進 行 前 立 腺 癌 に 対 す る ＣＡＢ 療 法 に は、 僅 か な が

ら ＬＨ・ＲＨ ａｇｏｎｉｓｔ、 あ る い は、 除睾 術 単 独 に く ら べ、 有 意 な 延 命効 果 が示 さ れて い

る
。

し か し な が ら
、 ｓｅｑｕｅｎｔｉａ１ ａｎａｒｏｇｅｎ ａｅｐ１ｅｔｉｏｎ や ｉｎｔｅｒｍｉｔｔｅｎｔ ａｎｄｒｏｇｅｎ

ａｅｐ１ｅｔｉｏｎ に 比 べ て も Ｃ ＡＢ 療 法 が 勝 て る の か ？
、

ま た は、 ｃｏｓｔ・ｂｅｎｅ丘ｔ ｂａ１ａｎｃｅ は、

どう な のか ？、な ど、今 後 も解 決 し な けれ ば な らな い 問題 が 山 積 し て いる。 こ こで は、

最 近 の知 見 か ら、 （１） 当 初、 Ｌａｂｒｉｅ 博士 が提 唱 し た ＣＡＢ （ＭＡＢ） 理 論 に 関す る 最

近 の エ ビ デ ンス、 （２） ＣＡＢ 療 法 か らの 再 燃 機 構 に 関 す る 最 近 の エ ビ デ ンス、 （３）

こ れ ま で の ＣＡＢ 臨 床 試 験 の 欠 点 を 補 っ た 臨 床 試 験 結 果、 （４） 新 た な ａｎａｒｏｇｅｎ

ｄｅｐ１ｅｔｉｏｎ の 方 向 性
、

に つ い て 考 察 す る。

１８：３１ 閉 会 の辞 会長 冨田 善彦

１８： ３５ 懇親会 （３Ｆ・白鳥の間において）
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